



池 田 瑞 穂（共通教育センター）
要 旨





えた形で同科目の授業運営ないし授業設計にとって LMS とタブレット PC の組合
せの「理想像」について考察する。
つぎの章では池田が担当する情報科学科目「コンピュータ基礎」において、授





















実施し、続く秋学期でも iPad と LUNAを組み合わせた授業内容を設計することにした。
秋学期の授業では、いずれのクラスにおいても受講者を	グループ（定員は名ないし名）













































学習研究のために提供している情報環境ではWindowsが主体であり、iPad の OSである iOS と
親和性が高いとは言えない。そのためプレゼンのスライドを作成するソフトウェア（スライド作
成ソフトウェア／アプリにおいてWindowsでは PowerPoint、iOSでは Keynoteが事実上の標
準である）を統一することができない。またWindowsPC と iPad の間でファイルを交換するこ
とも OS の相違により難しい。
筆者はスライド作成についてはとくに使用するソフトウェアを限定せず、受講者たちの意志に
まかせていたが、受講者たちは Windows 上の PowerPoint で作成したスライドのファイルを
LUNA の「日誌」に添付することで、グループのメンバー間でのファイル交換場所として利用
していた。
1. 2. 2 授業実践の評価
2012年度春学期の「プレゼンテーション」における実践に対して授業担当者である筆者なりの
評価を述べたい。評価の参考として筆者が担当するクラス（A組、B組）を対象に実施したア






























































































































具体的に述べていこう。本学の情報環境では現状、iPad の OSである iOS との親和性／利便
性は低いと考えている。したがってこの課題を解決するには、iOS と親和性／利便性の高い
MacOS を搭載した PC を相当数準備するか、Dropboxや Googleドキュメントといったクラウ
ド・サービスを本格的に利用することを検討すべきであろう。もしくはMicrosoft Office形式の

























授業中に履修生から質問があった時に説明するために iPad の利用を試みた。さらに iPad の利用
頻度を調べるため、新たなシステムを利用することとした。
iPad と PC の両方で利用できるアプリケーションを開発し（FAQPad と呼ぶ)、履修生が
20〜30名の小規模の授業にて利用してきた。本稿では FAQPad の機能を紹介するとともに、定
員150名の大規模演習科目である「コンピュータ基礎10クラス」の授業において SA の iPad を用































2. 3. 1 FAQPadのシステムフローと画面




101A、101Bのうち担当する教室を選択すると、その教室の PC の配置が PC の ID とともに表








図 システムフロー 図 共通教育センター「情報科学科目」時間割
る。項目の内容は「その他」の欄に記入し、頻繁に遭遇する項目は「dummy」チェックボック
スをその項目に変更する。
2. 3. 2 取得データ
本システムでは、PCの IDとクリックした質問番号、科目、日付、時間、担当 SAがデータベー
スに保存される。また、「その他」の欄に入力された項目は PC の ID、科目、日付、時間、担当
SA などとともに別のデータベースに保存される。PC の ID から教室が特定できる。これらの
データはリアルタイムに教員が確認できるため、現在の状況にもとづき授業の進行を制御した
り、必要なポイントや注意するべき点を履修生に伝達したりすることができる。また、ほかのシ






図 パソコン配置画面 図 質問項目入力画面
表 質問内容
2. 4 結果と考察
2. 4. 1 実際の授業での適用結果




































 LUNA自体、スマートフォンや iPad の画面サイズに最適化した形でデザインされていない。そのため





































12 LUNAは LMS として授業に関わる全ての情報を一元化したうえで、それらの情報をコンテンツとして
効率的にアクセスできるようデザインしておくべきである。これは iPad を利用しない場合でもあって
も変わることのない方向性であると言える。
13 筆者はここで挙げた課題を解決するものとして、スライドの作成からプレゼンの実施までを iPad のみ
で行ってみる、というアイデアを持っている。iPad単体で利用できるスライド作成アプリ（Keynote）
を利用させることで、LUNAでの情報検索や閲覧も含めて iPad 上に完結した環境を作り上げるのであ
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